
相
対
的
行
政
処
分
論
に
関
す
る
一
考
察

ド
イ
ツ
に
お
け
る
相
対
的
行
政
行
為
論
と
の
比
較
・
検
討

人

見

剛

Ⅰ

は
じ
め
に

Ⅱ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
相
対
的
行
政
行
為
論

Ⅲ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
相
対
的
行
政
行
為
論
批
判

Ⅳ

日
独
の
相
対
的
行
政
処
分
論
の
若
干
の
比
較
検
討

Ⅰ

は
じ
め
に

「
相
対
的
行
政
処
分
」
概
念
の
提
唱
者
で
あ
る
阿
部
泰
隆
は
、「
抗
告
訴
訟
の
対
象
性
は
そ
れ
が
問
題
と
さ
れ
る
状
況
に
応
じ
て
異
な

っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
訴
訟
レ
ベ
ル
に
お
い
て
分
解
し
て
考
察
す
べ
き
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
そ
こ
で
、
さ

ら
に
進
む
と
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
性
を
行
為
の
性
質
に
よ
り
一
律
に
決
め
る
考
え
方
を
放
棄
し
て
、
誰
が
争
う
か
、
争
う
理
由
は
何
か

と
い
う
紛
争
の
利
益
状
況
次
第
で
、
同
じ
行
為
で
も
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
が
異
な
っ
て
く
る
、
と
い
う
考
え
方
が
出
て
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く
る
」
と
し
た
。
か
く
し
て
、「
誰
が
争
う
か
で
処
分
性
の
有
無
が
異
な
り
う
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
別
々
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
「
相
対
的
行
政
処
分
概
念
」
が
、
提
唱
さ
れ
た
の
で

(1
)

あ
る
。

こ
う
し
た
処
分
性
判
定
の
対
人
的
相
対
性
を
、
阿
部
泰
隆
は
、
主
に
行
政
処
分
の
法
効
果
の
具
体
性
（
成
熟
性
）
の
契
機
に
関
し
て

展
開
し
て
お
り
（
用
途
地
域
の
指
定
や
環
境
基
準
の
改
正
告
示

(2
)

な
ど
）、
同
時
期
に
、
原
田
尚
彦
も
、「
計
画
の
段
階
で
出
訴
を
許
さ
ず
、

後
続
の
具
体
的
処
分
の
行
わ
れ
る
の
を
ま
っ
て
い
た
の
で
は
、
既
成
事
実
の
前
に
実
質
的
に
救
済
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

な
い
で
は
な
い
」
と
し
て
、「
処
分
性
を
当
事
者
の
利
益
と
の
関
係
で
相
対
的
に
と
ら
え
る
…
…
相
対
的
処
分
論
」
を
積
極
的
に
説
い

て
(3
)

い
た
。
ま
た
、
最
近
、
亘
理
格
は
、
千
代
田
区
立
小
学
校
廃
止
事
件
＝
最
判
平
成
一
四
年
四
月
二
五
日
判
自
二
二
九
号
五
二
頁
を
取

り
上
げ
て
、
区
立
小
学
校
を
統
廃
合
す
る
条
例
は
「
一
般
的
法
規
範
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
て
当
該
条
例
の
処
分
性
を
否
定
し
た
本

判
決
は
、「
各
児
童
に
新
た
に
指
定
さ
れ
た
就
学
校
が
い
か
な
る
場
所
に
あ
る
か
を
考
慮
し
、
当
該
就
学
校
が
児
童
ら
に
と
っ
て
『
社

会
生
活
上
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
内
』
に
位
置
す
る
か
否
か
と
い
う
個
々
の
児
童
に
固
有
の
通
学
条
件
如
何
に
応
じ
て
、
条
例

の
処
分
性
の
成
否
に
つ
き
異
な
っ
た
判
定
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
意
味
で
、
相
対
的
行
政
処
分
論
に
棹

さ
す
判
決
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て

(4
)

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
相
対
的
行
政
処
分
論
が
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
行
政
処
分
の
効
果
の
具
体
性
（
成
熟
性
）
の
契
機
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
行
政
処
分
の
権
力
性
の
契
機
に
関
す
る
処
分
性
の
対
人
的
な
相
対
性
論
も
あ
る
。
大
阪
国
際
空

港
事
件
の
民
事
差
し
止
め
請
求
訴
訟
の
許
否
を
め
ぐ
っ
て
、
下
山
瑛
二
は
、
空
港
の
「
管
理
権
者
と
施
設
利
用
者
の
間
の
関
係
を
、

『
特
別
権
力
関
係
』
と
い
う
概
念
で
処
理
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
が
、
そ
の
関
係
に
一
定
の
規
制
と
受
忍
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は

認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
空
港
当
局
と
周
辺
住
民
と
の
間
の
関
係
は
全
く
異
な
っ
た
次
元
の
関
係
で
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
の
関
係

に
ま
で
、『
公
権
力
』
作
用
概
念
を
持
ち
こ
ん
だ
判
決
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
空
港
当
局
と
利
用
航
空
会
社
等
の
関
係
と
、
空
港
当

局
と
周
辺
住
民
と
の
関
係
を
混
同
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え

(5
)

な
い
。」
と
述
べ
、
原
田
尚
彦
も
、「
空
港
管
理
規
則
の
定
立
に
権
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力
性
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
営
造
物
の
内
部
に
お
い
て
利
用
者
に
対
す
る
関
係
で
権
力
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
営
造
物
権
力
が
当
該
営
造
物
の
外
部
の
者
に
対
し
当
然
に
権
力
性
を
も
っ
て
作
用
す
る
こ
と
を
意
味
し

(6
)

な
い
」
と
論

(7
)

じ
た
。
阿
部
泰
隆
も
、「
空
港
管
理
権
や
航
空
行
政
権
に
基
づ
く
行
為
は
周
辺
住
民
と
の
関
係
で
は
抗
告
訴
訟
を
も
っ
て

し
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
排
除
で
き
な
い
と
い
う
い
わ
ゆ
る
公
定
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
、
あ
る
者
（
対
利
用
者
）
と
の

関
係
で
は
行
政
処
分
、
他
の
者
（
周
辺
住
民
）
と
の
関
係
で
は
抗
告
訴
訟
の
排
他
的
管
轄
に
服
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
行
政
処
分
が

相
対
化
し
て
い
る
現
象
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
点
の
認
識
を
欠
き
、
公
権
力
の
行
使
か
否
か
は
、
行
為
の
あ
ら
ゆ
る
側

面
に
つ
い
て
一
律
に
判
断
さ
れ
る
と
み
ら
れ
て
き
た
点
に
誤
り
の
原
因
が
あ
る
と
思
わ

(8
)

れ
る
。」
と
論
じ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
前
述
の
と
こ
ろ
と
は
異
な
っ
て
、
処
分
性
を
否
定
し
て
民
事
訴
訟
を
認
め
る
方
向
で
、
相
対
的
な
処
分
論
が
展
開
さ
れ

て
(9
)

い
る
。

さ
ら
に
、
行
政
処
分
の
効
果
の
対
外
性
の
契
機
に
関
し
て
も
、
処
分
性
の
対
人
的
な
相
対
性
を
認
め
る
議
論
が
あ
る
。
こ
の
素
材
と

な
る
の
が
、
地
方
自
治
法
上
の
関
与
に
あ
た
る
国
等
の
自
治
体
に
対
す
る
行
為
が
、
同
時
に
住
民
等
と
の
関
係
で
処
分
性
が
認
め
ら
れ

る
場
合
で
あ
る
。

例
え
ば
、
藤
田
宙
靖
は
、
い
わ
ゆ
る
裁
定
的
関
与
に
つ
き
原
処
分
庁
の
所
属
す
る
自
治
体
の
出
訴
を
否
定
し
た
大
阪
府
国
民
健
康
保

険
審
査
会
事
件
＝
最
判
昭
和
四
九
年
五
月
三
○
日
民
集
二
八
巻
四
号
五
九
四
頁
に
触
れ
つ
つ
、「
行
政
主
体
相
互
間
で
行
わ
れ
る
あ
る

行
為
が
、
そ
の
外
に
居
る
私
人
と
の
関
係
で
は
『
外
部
行
為
』
す
な
わ
ち
『
処
分
』
と
し
て
の
性
質
を
持
ち
、
し
か
し
、
行
政
主
体
相

互
間
で
は
、『
内
部
行
為
』
す
な
わ
ち
『
処
分
と
し
て
の
性
質
を
持
た
な
い
行
為
』
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

(10
)

得
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
審
査
会
の
裁
決
が
、
審
査
請
求
人
と
の
関
係
で
行
政
処
分
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
判
例
の
判
示
を
前

提
と
す
る

(11
)

限
り
、
原
処
分
庁
の
所
属
す
る
大
阪
市
と
の
関
係
で
は
内
部
行
為
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
藤
田

は
、
兵
庫
県
知
事
が
八
鹿
町
に
対
し
て
行
っ
た
町
営
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
の
処
分
性
を
前
提
と
し
て
い
る
最
判
平
成
四
年
一
月
二

相対的行政処分論に関する一考察（人見 剛）
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四
日
民
集
四
六
巻
一
号
五
四
頁
を
踏
ま
え
て
、「
事
業
施
行
の
認
可
は
、
対
市
町
村
と
の
関
係
で
は
、
私
人
に
対
す
る
公
権
力
行
使

（
処
分
）
を
行
う
た
め
の
一
種
の
（
監
督
的
意
味
を
持
っ
た
）
内
部
手
続
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
も
、
可
能
な
の

で
は
な
か
ろ

(12
)

う
か
。」
と
し
た
。
同
様
の
問
題
は
、
自
治
体
の
行
う
都
市
計
画
事
業
に
対
す
る
大
臣
や
知
事
の
認
可
に
つ
い
て
も
妥
当

し
、
建
設
大
臣
が
東
京
都
に
対
し
て
行
っ
た
鉄
道
事
業
認
可
の
処
分
性
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
例
え
ば
、
小
田
急
訴
訟
＝
最
大
判
平
成

一
七
年
一
二
月
七
日
民
集
五
九
巻
一
○
号
二
六
四
五
頁
）、
こ
の
認
可
が
地
方
自
治
法
二
四
五
条
一
号
ホ
の
「
関
与
」
に
該
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
碓
井
光
明
は
、「
認
可
が
私
人
と
の
関
係
に
お
い
て
は
行
政
処
分
で
あ
る
が
、
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
に
お
い

て
は
行
政
処
分
で
は
な
い
と
い
う
相
対
性
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

(13
)

れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
、
あ
る
種
の
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
処
分
性
を
否
定
す
る
た
め
に
相
対
的
な
行
政
処
分
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み

る
こ
と
が
で

(14
)

き
る
。
他
方
、
興
津
征
雄
は
、
運
輸
大
臣
が
鉄
建
公
団
に
対
し
て
行
っ
た
工
事
実
施
計
画
の
認
可
は
、「
行
政
機
関
相
互

の
行
為
と
同
視
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
行
政
行
為
と
し
て
外
部
に
対
す
る
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
」
い
と
し
て
そ
の
処
分
性
を
否

定
し
た
成
田
新
幹
線
訴
訟
＝
最
判
昭
和
五
三
年
一
二
月
八
日
民
集
三
二
巻
九
号
一
六
一
七
頁
を
引
い
て
、
相
対
的
行
政
処
分
論
に
依
れ

ば
、
逆
に
、「
鉄
建
公
団
と
の
関
係
で
は
処
分
と
は
い
え
な
い
行
為
で
あ
っ
て
も
、
住
民
と
の
関
係
で
処
分
性
を
肯
定
す
る
可

(15
)

能
性
」

が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

本
稿
は
、
あ
る
種
の
行
政
作
用
の
行
政
行
為
性
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
う
し
た
対
人
的
に
相
対
的
な
性
質
を
認
め
る
判
例
・
学
説
が
ド
イ

ツ
に
お
い
て
も
存
在
す
る
こ
と
（
相
対
的
行
政
行
為
relative
V
erw
altungsakte）、
た
だ
、
実
体
法
・
手
続
法
・
争
訟
法
上
一
体
的
な

「
行
政
行
為
」
概
念
が
定
着
し
、
行
政
の
行
為
形
式
論
に
よ
る
体
系
的
整
序
を
重
ん
ず
る
彼
の
地
の
学
説
・
判
例
の
大
勢
の
支
持
は
得

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
以
下
で
紹
介
す
る
。
そ
の
上
で
、
両
国
の
か
か
る
行
政
処
分
の
対
人
的
相
対
性
論
に
つ
い
て
若
干
の
比
較
検
討

を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
能
力
と
時
間
の
制
約
か
ら
十
分
な
考
察
を
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
日
本
に
お
け
る
相
対
的
行
処
分

論
の
考
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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(1
)
阿
部
泰
隆
「
相
対
的
行
政
処
分
概
念
の
提
唱
」
同
『
行
政
訴
訟
改
革
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
八
九
頁
以
下
（
初
出
、
一
九
八
二
年
）。
こ
う
し
た
紛
争
の
利

益
状
況
に
着
目
し
て
そ
れ
ま
で
の
一
般
論
の
硬
直
性
を
批
判
し
た
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
行
政
処
分
の
無
効
と
取
消
の
区
別
の
相
対
性
（
い
わ
ば
一
種
の
相
対
的
瑕
疵

論
）
を
主
張
し
た
、
遠
藤
博
也
『
行
政
行
為
の
無
効
と
取
消
』（
東
大
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）
一
頁
以
下
、
三
五
頁
以
下
、
三
五
三
頁
以
下
が
あ
る
。

(2
)
阿
部
は
、
こ
の
他
に
、
大
店
法
の
店
舗
面
積
削
減
勧
告
の
よ
う
な
法
効
果
性
が
問
題
と
な
る
事
例
も
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
焦
点
は
、
や
は
り
紛
争
の
成
熟
性
に
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
参
照
、
阿
部
泰
隆
『
行
政
法
再
入
門
・
下
〔
第
二
版
〕』（
信
山
社
、
二
○
一
六
年
）
一
○
三
頁
。

(3
)
原
田
尚
彦
『
行
政
法
要
論
〔
全
訂
版
〕』（
学
陽
書
房
、
一
九
八
四
年
）
三
○
九
頁
以
下
。
こ
の
趣
旨
は
、
同
書
の
最
新
版
（
全
訂
第
七
版
補
訂
二
版
、
二
○
一
二

年
）
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

(4
)
亘
理
格
「
相
対
的
行
政
処
分
論
か
ら
相
関
関
係
的
訴
え
の
利
益
論
へ
―
『
法
的
地
位
』
成
否
の
認
定
と
い
う
視
点
か
ら
」
阿
部
泰
隆
先
生
古
稀
記
念
『
行
政
法
学
の

未
来
に
向
け
て
』（
有
斐
閣
、
二
○
一
二
年
）
七
六
一
頁
以
下
。

(5
)
下
山
瑛
二
「『
行
政
処
分
』
と
民
事
訴
訟
―
差
止
請
求
に
関
連
し
て
」
法
時
四
六
巻
五
号
三
八
頁
以
下
。

(6
)
原
田
尚
彦
「
大
阪
空
港
事
件
控
訴
審
判
決
と
権
力
分
立
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
○
五
号
六
四
頁
。

(7
)
な
お
、
こ
う
し
た
相
対
性
論
に
対
し
て
、
今
村
成
和
は
、
空
港
管
理
権
を
含
む
営
造
物
管
理
権
は
、
本
来
的
に
非
権
力
的
管
理
作
用
で
あ
り
、
空
港
管
理
規
則
も
行

政
立
法
の
形
式
を
と
っ
て
い
て
も
行
政
規
則
で
あ
っ
て
法
規
た
る
性
質
を
も
た
な
い
と
し
、
空
港
周
辺
住
民
と
の
関
係
の
み
ら
ず
、
空
港
利
用
者
と
の
関
係
で
も
空
港
管

理
者
た
る
国
の
作
用
の
公
権
力
性
を
否
定
し
て
、
下
山
・
原
田
説
を
批
判
し
て
い
る
。
参
照
、
今
村
成
和
「
空
港
管
理
権
と
差
止
請
求
―
大
阪
国
際
空
港
事
件
と
国
側
の

論
理
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
八
三
号
一
一
○
頁
以
下
、
同
「
空
港
管
理
権
と
差
止
請
求
―
大
阪
国
際
空
港
事
件
最
高
裁
判
決
批
判
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
六
一
号
二
九
頁
。

(8
)
阿
部
泰
隆
「
空
港
供
用
行
為
と
民
事
訴
訟
―
大
阪
国
際
空
港
訴
訟
最
高
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
」『
行
政
救
済
の
実
効
性
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
五
年
）
七
一
頁
。

(9
)
な
お
、
空
港
管
理
者
の
空
港
管
理
権
の
行
使
が
公
権
力
の
行
使
と
し
て
処
分
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
で
も
、
相
対
的
行
政
処
分
論
に
依
ら
な
け

れ
ば
民
事
訴
訟
が
当
然
に
排
除
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
詳
述
で
き
な
い
が
、
当
該
処
分
の
公
定
力
の
客
観
的
な
射
程
範
囲
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
相
対
的
行
政
処
分
論
の
採
否
に
関
わ
ら
ず
、
行
政
法
学
の
大
勢
が
、
こ
の
最
高
裁
判
決
に
批
判
的
な
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

(10
)
藤
田
宙
靖
「
行
政
主
体
相
互
間
の
法
関
係
に
つ
い
て
」『
行
政
法
の
基
礎
理
論
・
下
巻
』（
有
斐
閣
、
二
○
○
五
年
）
七
二
頁
。

(11
)
筆
者
を
含
め
、
こ
の
判
示
に
否
定
的
な
論
者
は
少
な
く
な
い
。
参
照
、
石
森
久
弘
「
国
民
健
康
保
険
事
業
の
保
険
者
の
地
位
」
宇
賀
克
也
ほ
か
編
『
行
政
判
例
百
選

Ⅰ
〔
第
七
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
○
一
七
頁
）
五
頁
、
大
江
裕
幸
「
国
民
皆
保
険
の
中
の
大
阪
市
国
保
事
件
―
行
政
法
学
か
ら
の
考
察
」
法
時
八
九
巻
六
号
一
九
頁
以
下
な

ど
。

(12
)
藤
田
・
前
掲
書
（
注
10
）
七
三
頁
。

(13
)
碓
井
光
明
『
都
市
行
政
法
精
義
Ⅰ
』（
信
山
社
、
二
○
一
三
年
）
五
四
頁
以
下
。

(14
)
こ
う
し
た
学
説
に
対
し
て
、「
判
例
で
処
分
性
が
認
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
き
、
自
治
体
の
提
訴
権
を
は
く
奪
す
る
た
め
に
、
相
対
的
行
政
処
分
概
念
を
説
く
の
は
、

本
末
転
倒
の
議
論
と
思
わ
れ
る
」
と
厳
し
く
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
田
中
孝
男
「
地
方
自
治
法
制
に
お
け
る
『
固
有
の
資
格
』
概
念
の
検
討
（
下
）」
自
治
実
務
セ
ミ

ナ
ー
二
○
一
六
年
四
月
号
六
○
頁
。
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(15
)
興
津
征
雄
「
抗
告
訴
訟
に
お
け
る
第
三
者
の
出
訴
資
格
と
処
分
性
―
相
対
的
行
政
処
分
概
念
の
示
唆
す
る
も
の
」
阿
部
泰
隆
先
生
古
稀
記
念
・
前
掲
書
（
注
⚔
）
六

六
八
頁
。

Ⅱ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
相
対
的
行
政
行
為
論

⚑

ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
行
為
の
二
重
の
性
質
論

ド
イ
ツ
で
は
、
あ
る
種
の
行
政
活
動
が
同
時
に
二
つ
の
別
の
法
的
性
質
を
有
す
る
と
い
う
議
論
は
、
二
重
の
性
格
を
持
っ
た
高
権
的

行
為
（
H
oheitsakte
m
itD
oppelcharakter）、
国
家
行
為
の
二
重
の
性
質
（
D
oppelnaturvon
Staatsakten）
な
ど
の
概
念
の
下
で
展

開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
い
わ
れ
る
二
重
の
性
質
は
、
本
稿
で
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
行
政
活
動
が
対
人
的
に
異
な
っ

た
性
質
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
二
重
性
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小
シ
ェ
ン
ケ
（
R.P.Schenke）
の
比

較
的
最
近
の
包
括
的
な

(16
)

研
究
に
よ
れ
ば
、
あ
る
行
政
作
用
が
公
法
的
作
用
で
あ
り
か
つ
私
法
的
作
用
で
あ
る
と
い
う
二
重
性
、
例
え

ば
、
警
察
法
上
の
直
接
執
行
が
公
法
上
の
事
実
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
私
人
の
た
め
の
民
法
上
の
事
務

(17
)

管
理
で
も
あ
る
、
あ
る
い
は
公

的
主
体
の
経
済
活
動
の
性
質
に
関
わ
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
私
的
競
業
者
の
防
御
請
求
権
が
行
政
裁
判
所
の
管
轄
す
る
公
法
的
請
求
権

で
あ
る
と
同
時
に
民
事
裁
判
所
の
所
管
す
る
私
法
上
の
請
求
権
で
も
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
二
重
性
の
他
、
さ
ら
に
、
あ
る
行
政
作
用

が
、
あ
る
者
と
の
関
係
で
は
行
政
行
為
で
あ
る
が
、
別
の
者
と
の
関
係
で
は
行
政
行
為
以
外
の
作
用
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
二
重
性

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
「
相
対
的
行
政
行
為
（
relative
V
erw
altungsakte）」
論
に
当
た
る
の
は
、
も
ち
ろ

ん
、
後
者
の
二
重
性
を
認
め
る
理
論
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
行
政
作
用
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う
な
対
人
的
相
対
性
が
認
め
ら
れ
、
あ
る
者

に
と
っ
て
は
行
政
行
為
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
が
、
別
の
者
と
の
関
係
で
は
行
政
行
為
で
は
な
い
作
用
（
例
え
ば
、
法
規
命
令
、
行
政
規
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則
、
事
実
行
為
な
ど
）
と
さ
れ
る
「
相
対
的
行
政
行
為
」
が
論
じ
ら
れ
た
事
例
を
、
法
規
範
（
立
法
行
為
）
と
行
政
行
為
の
二
重
性
が
問

題
と
な
っ
た
例
と
、
行
政
の
内
部
行
為
と
行
政
行
為
の
二
重
性
が
問
題
と
な
っ
た
例
に
分
け
て
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
み
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。

⚒

立
法
行
為
と
行
政
行
為
の
二
重
性
を
認
め
る
相
対
的
行
政
行
為
論
の
具
体
例

⑴

市
町
村
の
区
域
変
更
等
に
関
す
る
州
の
立
法
行
為

立
法
行
為
と
行
政
行
為
の
二
重
性
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
古
典
的
な
例
が
、
各
州
の
市
町
村
法
に
基
づ
く
自
治
体
の
区
域

変
更
等
の
区
域
に
関
す
る
組
織
行
為
（
die
gebietliche
O
rganisationsakte）
で
あ
る
。
日
本
の
市
町
村
の
廃
置
分
合
・
境
界
変
更
に

相
当
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
町
村
の
区
域
変
更
の
制
度
は
、
各
州
の
市
町
村
法
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
主
に
州
の
法
律
や
法
規
命

令
な
ど
の
法
規
範
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
区
域
変
更
措
置
の
法
的
性
質
は
、
学
説
・
判
例
上
大
い
に
争
わ
れ
て
き

た
の
で

(18
)

あ
る
。

法
律
や
命
令
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
以
上
そ
の
法
的
性
質
は
法
規
範
（
Rechtsnorm
）
で
あ
る
と
い
う
判
例
も
あ
る
が
、
具
体
的

な
市
町
村
を
特
定
し
て
そ
の
区
域
変
更
等
を
定
め
る
法
律
等
は
、
実
質
的
に
は
行
政
行
為
で
あ
る
と
い
う
判
例
・
学
説
が
有
力
で
あ
っ

た
。
他
方
で
、
こ
う
し
た
市
町
村
の
区
域
変
更
等
を
定
め
る
法
律
等
は
、
関
係
市
町
村
に
対
す
る
関
係
で
は
行
政
行
為
で
あ
る
が
、
関

係
住
民
と
の
関
係
で
は
一
般
的
効
力
を
持
つ
法
規
範
で
あ
る
と
す
る
判
例
・
学
説
も
有
力
に
説
か

(19
)

れ
た
。
こ
の
第
三
の
見
解
が
、
当
該

国
家
作
用
の
行
政
行
為
該
当
性
に
関
し
て
対
人
的
相
対
性
を
認
め
る
と
い
う
意
味
で
、
相
対
的
行
政
行
為
の
一
種
で
あ
る
。

⑵

労
働
協
約
の
一
般
的
拘
束
力
宣
言

ド
イ
ツ
で
は
、
労
働
協
約
（
T
arifvertrag）
は
、
労
働
協
約
法
に
基
づ
い
て
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
使
用
者
と
労
働
組
合
の
み
ら

ず
、
個
々
の
労
働
者
の
労
働
契
約
も
直
接
す
る
規
律
す
る
効
力
を
有
す
る
ほ
か
、
労
働
大
臣
が
一
定
の
要
件
を
備
え
る
も
の
と
認
定
し
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て
当
該
労
使
団
体
の
構
成
員
以
外
の
者
へ
も
拘
束
力
あ
る
も
の
と
宣
言
で
き
る
仕
組
み
（
一
般
的
拘
束
力
宣
言
A
llgem
einverbindlich-

keitserklärung）
を
設
け
て

(20
)

い
る
。
こ
の
大
臣
の
一
般
的
効
力
宣
言
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
法
規
命
令
で
あ
る
と
す
る
見
解
と

行
政
行
為
と
み
る
見
解

(21
)

の
他
、
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
（
H
.C.N
ipperdey）
が
提
唱
し
た
二
重
の
性
質
説
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一

般
的
効
力
宣
言
は
、
労
働
協
約
の
当
事
者
以
外
の
労
働
者
等
に
対
す
る
関
係
で
は
労
使
自
治
の
法
定
立
手
続
へ
の
国
家
の
非
独
立
的
な

関
与
行
為
（
U
nselbständigerstaatliche
M
itw
irkungsaktan
einem
autonom
en
Rechtsetzungsverfahren）
で
あ
り
、
労
働
協
約

の
当
事
者
と
の
関
係
で
は
行
政
行
為
（
V
erw
altungsakt）
の
二
重
の
性
質
を
有
す
る
と
い
う
の
で

(22
)

あ
る
。

一
般
的
拘
束
力
宣
言
に
立
法
行
為
と
行
政
行
為
の
二
重
性
を
認
め
る
、
か
か
る
一
種
の
相
対
的
行
政
行
為
論
は
、
現
在
も
継
承
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ー
ナ
ウ
（
Peter
H
anau）
ら
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
一
般
的
拘
束
力
宣
言
は
、
二

重
の
性
格
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
協
約
当
事
者
に
対
し
て
は
一
つ
の
行
政
行
為
で
あ
る
。
当
事
者
は
、
行
政
裁
判
所
に
お
い
て
、
そ
の

却
下
に
は
義
務
づ
け
訴
訟
を
、
決
定
に
は
取
消
訴
訟
を
も
っ
て
攻
撃
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
該
当
す
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
観
点
か

ら
み
る
と
、
そ
れ
は
、
立
法
行
為
で
あ
り
、
労
働
裁
判
所
の
手
続
き
に
お
い
て
そ
の
合
法
性
が
審
査
さ
れ

(23
)

う
る
」。

⑶

自
治
監
督
措
置
と
し
て
の
規
約
・
条
例
制
定
の
代
執
行

ド
イ
ツ
で
は
、
自
治
監
督
と
し
て
監
督
官
庁
が
自
治
団
体
に
対
す
る
関
与
と
し
て
代
執
行
（
Ersatzvornahm
e）
を
な
す
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
対
象
が
規
約
・
条
例
の
制
定
で
あ
る
場
合
も
あ
る
（
規
約
・
条
例
の
押
付
け
Satzungsoktroi）。
こ
の
よ
う
な
国
家
官
庁
に

よ
る
規
約
・
条
例
制
定
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
、
対
人
的
相
対
性
が
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
自
治
監
督
措

置
と
し
て
な
さ
れ
た
自
治
団
体
の
規
約
・
条
例
の
制
定
は
、
そ
の
構
成
員
・
住
民
に
と
っ
て
は
規
約
・
条
例
そ
の
も
の
で
行
政
行
為
で

は
な
い
が
、
自
治
団
体
に
対
し
て
は
行
政
行
為
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で

(24
)

あ
る
。

ま
ず
、
自
治
団
体
と
し
て
の
商
工
業
組
合
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
が
、
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
七
二
年
四
月
二
五
日

(25
)

判
決
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
商
工
会
議
所
（
H
andw
erkskam
m
er）
が
監
督
官
庁
と
し
て
、
あ
る
自
動
車
工
業
会
の
対
象
地
域
か
ら
三
つ
の
市
・
郡
を
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除
外
す
る
規
約
改
正
（
Satzungsänderung）
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
同
工
業
会
を
構
成
す
る
関
係
組
合
が
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
事

件
に
関
す
る
も
の
で
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
そ
の
判
示
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ、

の、

代、

執、

行、

は、

、
二、

重、

の、

法、

的、

性、

質、

（
D
oppelte
Rechtsnatur）
を、

有、

し、

て、

い、

る、

。
す、

な、

わ、

ち、

、『
一、

般、

公、

衆、

（
A
llgem
einheit）』
に、

対、

し、

て、

は、

法、

規、

範、

を、

意、

味、

を、

有、

す、

る、

が、

、
原、

告、

に、

対、

し、

て、

は、

直、

接、

的、

拘、

束、

力、

を、

も、

っ、

た、

具、

体、

的、

な、

生、

活、

関、

係、

の、

一、

方、

的、

秩、

序、

づ、

け、

で、

あ、

る、

。
こ
の
代
執
行
は
、
そ
れ
が
適
法

で
あ
れ
ば
原
告
の
自
治
行
政
権
の
一
部
除
外
と
な
る
。」

次
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
一
九
九
三
年
四
月
二
日

(26
)

判
決
は
、
右
の
一
九
七
二
年
判
決
を
引
き
つ
つ
、
地
方
自
治
体
に
つ
い
て
も
、

大
要
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
自、

治、

監、

督、

手、

段、

と、

し、

て、

自、

治、

体、

に、

代、

わ、

っ、

て、

な、

さ、

れ、

た、

一、

般、

的、

抽、

象、

的、

規、

律、

は、

、
当、

該、

自、

治、

体、

自、

身、

に、

よ、

る、

条、

例、

の、

制、

定、

と、

同、

様、

に、

法、

規、

範、

で、

あ、

り、

、
そ
の
特
殊
な
成
り
立
ち
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
住
民
に
と
っ
て
は
行
政
裁
判
所
法

の
定
め
る
規
範
統
制
訴
訟
の
対
象
で
あ
っ
て
、
行
政
裁
判
所
法
に
基
づ
い
て
専
ら
行
政
行
為
を
対
象
と
す
る
無
効
確
認
訴
訟
に
よ
っ
て

こ
れ
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自、

治、

監、

督、

と、

し、

て、

の、

代、

執、

行、

が、

市、

町、

村、

の、

自、

治、

行、

政、

権、

を、

侵、

害、

し、

、
市、

町、

村、

と、

の、

関、

係、

で、

は、

行、

政、

行、

為、

で、

あ、

る、

と
い
う
事
情
は
、
そ
の
措
置
が
住
民
に
と
っ
て
は
当
該
自
治
体
の
条
例
と
い
う
法
規
範
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
何
ら
変

え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
原
告
で
あ
る
住
民
は
、
そ
の
条
例
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
個
別
決
定
の
取
消
訴
訟
を

提
起
し
て
そ
の
中
で
条
例
の
違
法
を
主
張
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
権
利
保
護
手
段
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
。

⚓

行
政
内
部
行
為
と
行
政
行
為
の
二
重
性
を
認
め
る
相
対
的
行
政
行
為
論
の
具
体
例

⑴

市
町
村
の
境
界
変
更
決
定

先
に
立
法
行
為
と
行
政
行
為
の
二
重
性
の
例
と
し
て
挙
げ
た
市
町
村
の
区
域
変
更
等
に
関
す
る
州
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
住

民
と
の
関
係
で
は
立
法
行
為
で
は
な
く
、
行
政
内
部
的
な
組
織
行
為
（
O
rganisationsakt）
と
み
る
見
解
も
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
市

町
村
と
郡
が
あ
る
森
林
の
市
町
村
へ
の
併
合
（
Eingliederung）
を
申
請
し
、
州
大
臣
が
こ
れ
を
決
定
し
た
の
に
対
し
、
そ
の
森
林
の
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所
有
者
で
あ
る
森
林
組
合
が
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
高
等
行
政
裁
判
所
一
九
六
二
年
一
○
月
三
○

日
(27
)

判
決
は
、
大
要
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
市、

町、

村、

併、

合、

行、

為、

は、

、、

二、

重、

の、

性、

格、

（
D
oppelcharakter）
を
有
す

る
。
す
な
わ
ち
、
地、

域、

団、

体、

に、

対、

し、

て、

は、

取、

消、

訴、

訟、

で、

争、

わ、

れ、

う、

る、

行、

政、

行、

為、

で、

あ、

る、

が、

、
地、

域、

に、

属、

す、

る、

住、

民、

等、

に、

対、

し、

て、

は、

取、

消、

訴、

訟、

で、

争、

う、

こ、

と、

の、

で、

き、

な、

い、

組、

織、

行、

為、

で、

あ、

る、

。
故
に
、
市
町
村
の
境
界
変
更
等
は
、
原
則
と
し
て
統
治
行
為
（
Regierungsakt）

の
一
種
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
組
織
行
為
で
あ
る
が
、
市
町
村
法
の
領
域
で
は
、
関
係
自
治
行
政
団
体
に
対
し
て
は
行
政
行
為
の
内
容
を

も
有
す
る
。

⑵

土
地
調
達
法
（
Landbeschaffungsgesetz）
に
基
づ
く
大
臣
の
調
達
計
画
の
表
示
（
Bezeichnung）

連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
八
六
年
四
月
一
一
日

(28
)

判
決
は
、
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
土
地
調
達
法
に
基
づ
く
調
達
計
画
の
表
示
が
、

関
係
土
地
所
有
者
と
の
関
係
と
地
元
自
治
体
と
の
関
係
で
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
相
対
的
行
政
行
為
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
判
示
し

た
。土

地
調
達
法
の
法
文
が
、
大
臣
が
計
画
を
「
定
め
る
（
bestim
m
t）」
と
す
る
草
案
時
の
文
言
か
ら
、
連
邦
参
議
院
の
審
議
を
踏
ま

え
、「
表
示
す
る
（
bezeichnet）」
と
改
め
ら
れ
た
の
は
、
大
臣
の
行
為
が
行
政
行
為
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
意
図
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
大、

臣、

の、

計、

画、

の、

表、

示、

は、

、
関、

係、

市、

民、

と、

の、

関、

係、

で、

は、

行、

政、

行、

為、

で、

は、

な、

い、

。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
地
元
市
町

村
と
の
関
係
で
は
妥
当
し
な
い
。
市
町
村
は
、
基
本
法
二
八
条
二
項
に
基
づ
い
て
地
域
共
同
体
の
全
事
務
を
自
己
の
責
任
で
処
理
す
る

権
能
を
有
し
、
特
に
建
築
計
画
の
策
定
に
よ
り
地
域
の
土
地
建
築
秩
序
を
形
成
す
る
計
画
高
権
を
有
し
、
本
件
の
防
衛
大
臣
の
調
達
計

画
の
表
示
が
、
こ
の
自
治
体
の
権
限
を
直
接
に
毀
損
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本、

件、

表、

示、

は、

、
市、

町、

村、

に、

対、

し、

て、

は、

行、

政、

行、

為、

で、

あ、

る、

。「
直
接
的
な
法
効
果
が
あ
ら
ゆ
る
人
に
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
ご
く
限
ら
れ
た
関
係
人
に
の
み
生
ず
る
場
合
に
は
、

当
該
決
定
は
、
そ
の
関
係
人
に
対
し
て
の
み
行
政
行
為
で
あ
る
。」

こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
八
九
年
四
月
一
四
日

(29
)

判
決
.は
、
土
地
調
達
法
の
調
達
計
画
表
示
の
二
重
性
を
判
示
し
た
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先
の
判
決
の
意
義
を
認
め
て
、「
行、

政、

庁、

の、

諸、

決、

定、

を、

多、

様、

な、

秩、

序、

に、

服、

せ、

し、

め、

る、

こ、

と、

は、

、
原、

則、

と、

し、

て、

有、

意、

義、

で、

あ、

っ、

て、

、
体、

系、

的、

に、

も、

整、

合、

的、

で、

あ、

り、

う、

る、

」
と
述
べ
つ
つ
、
本
件
表
示
は
、
市
町
村
の
み
な
ら
ず
土
地
所
有
者
と
の
関
係
で
も
行
政
行
為
で
あ
る
と

判
示
し
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
相
対
的
行
政
行
為
論
を
採
用
し
て
い
な
い
。
な
お
、
結
論
と
し
て
は
、
土
地
所
有
者
の

原
告
適
格
を
否
定
し
て
、
訴
え
を
退
け
て
い
る
。

⑶

交
通
官
庁
に
よ
る
道
路
管
理
者
に
対
す
る
命
令

道
路
管
理
者
に
対
す
る
交
通
官
庁
に
よ
る
交
差
点
の
信
号
機
設
置
義
務
付
け
命
令
に
対
し
て
近
隣
住
民
が
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
事

件
に
関
す
る
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
九
三
年
九
月
九
日

(30
)

判
決
は
、
当
該
命
令
の
取
消
し
を
求
め
た
原、

告、

で、

あ、

る、

近、

隣、

住、

民、

と、

の、

関、

係、

で、

、
当、

該、

命、

令、

は、

行、

政、

行、

為、

で、

は、

な、

い、

と
し
て
取
消
訴
訟
を
却
下
し
た
原
審
判
決
を
妥
当
と
し
た
。
た
だ
、
断
定
は
し
て
い
な
い
が
、

こ
の
命
令
の
法
的
性
質
に
関
し
、
命、

令、

の、

相、

手、

方、

で、

あ、

る、

道、

路、

管、

理、

者、

と、

の、

関、

係、

で、

は、

行、

政、

行、

為、

で、

あ、

り、

得、

る、

可
能
性
を
認
め
て
い
る

の
で
、
仮
に
こ
の
点
を
肯
定
す
れ
ば
、
こ
の
判
決
も
、
相
対
的
行
政
行
為
論
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
、
と
評
さ
れ
て

(31
)

い
る
。

⑷

学
校
の
新
設
の
決
定

連
合
市
町
村
（
Sam
tgem
eide）
を
構
成
す
る
一
市
町
村
に
実
業
中
等
学
校
（
Realschule）
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
、
他
の
構
成
市
町
村
が
、
そ
の
決
定
は
自
ら
の
設
置
す
る
義
務
教
育
本
課
程
学
校
（
H
auptschule）
の
存
続
に
不
利
益

的
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
し
て
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
高
等
行
政
裁
判
所
一
九
八
五
年
八
月
二
○

日
(32
)

判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
原
告
の
訴
え
を
退
け
た
。
学、

校、

閉、

鎖、

決、

定、

が、

生、

徒、

と、

そ、

の、

両、

親、

と、

の、

関、

係、

で、

学、

校、

組、

織、

行、

為、

（
Schulorganisationsakt）
で、

あ、

る、

だ、

け、

で、

な、

く、

行、

政、

行、

為、

で、

も、

あ、

る、

こ
と
は
判
例
・
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
学、

校、

の、

設、

置、

に、

関、

す、

る、

措、

置、

は、

、
他、

の、

学、

校、

を、

設、

置、

し、

て、

い、

る、

隣、

接、

市、

町、

村、

と、

の、

関、

係、

で、

は、

行、

政、

行、

為、

で、

は、

な、

い、

。

(16
)R. P.S ch enk e, D

i e
Leh re

v on
d er

D
opp eln atu r

d es
V
erw

altung sh and eln s, V
erw

A
rch. 104（

2013）
486ff.
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(17
)
参
照
、
八
木
雅
史
「
公
法
と
事
務
管
理
―
西
ド
イ
ツ
に
於
け
る
判
例
・
学
説
の
検
討
」
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
九
号
一
頁
以
下
。

(18
)
一
九
七
○
年
ま
で
の
学
説
・
判
例
の
分
岐
の
詳
細
に
つ
い
て
、vgl., E. Rasch, Ent st ehung
und

A
ufl ösung

v on
K
örp ersch aft en

d esöff entli ch en
Recht s.

Zugl ei ch
ein

Beit rag
zu r

Recht sn atu r
d er

Gebi et sänd erung sakt e, D
V
Bl. 1970, 766f.

邦
語
文
献
と
し
て
、
成
田
賴
明
『
西
ド
イ
ツ
の
地
方
制
度
改
革
』（
良

書
普
及
会
、
一
九
七
四
年
）
二
○
六
頁
以
下
。

(19
)K

.S ch w
eig er, Recht sv erordnung

i m
f orm

ell en
Sinn ?

D
öV

1955, 363f.; F.S ch ack, Recht sv erordnung
i m

f orm
ell en

Sinn ?
（

Zu r
Frag e

d er
Recht sn atu r

g ebi etli ch er
O
rg ani sati on sakt e）, D

öV
1958, 277.

(20
)
こ
の
制
度
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
参
照
、
久
保
敬
治
『
労
働
協
約
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
一
四
二
頁
以
下
、
二
○
七
頁
以
下
。
さ
ら
に
参
照
、
マ

ン
フ
レ
ー
ト
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
（
西
谷
敏
ほ
か
訳
）『
現
代
ド
イ
ツ
労
働
法
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
五
年
）
九
四
頁
以
下
。

(21
)
参
照
、
田
中
祥
子
「
ド
イ
ツ
労
働
法
に
お
け
る
労
働
協
約
の
『
一
般
的
拘
束
力
宣
言
』
制
度
」
法
学
研
究
三
四
巻
七
号
四
五
頁
以
下
。

(22
)H

. C. N
ipp erd ey /

H
. H

eu ssn er, D
i e

Recht sn atu r
d er

A
llg em

einv erbindli chk eit serkl ärung
v on

T
arifv ert räg en,in

: H
. R. K

ül z/
R. N

au m
ann

（
H
rsg. ）,St aat sbü rg er

und
St aat sg ew

alt, Bd. 1, 1963,S. 211ff.

(23
)
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ナ
ウ
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ア
ド
マ
イ
ト
（
手
塚
和
彰
・
阿
久
澤
利
明
訳
）『
ド
イ
ツ
労
働
法
〔
新
版
〕』（
信
山
社
、
二
○
一
五
年
）
九
七
頁
。

(24
)F.S ch och, D

i e
st aatli ch e

Recht sauf si chtüb er
K
om

m
un en, Ju ra

2006, 194.

(25
)D

V
Bl. 1972, 829.

(26
)D

öV
1993, 1093.

(27
)D

öV
1963, 150.

(28
)BV

erw
GE

74, 124ff.

(29
)N

V
w
Z

1990, 260.

(30
)N

V
w
Z

1994, 784.

(31
)A

. W
ind off er,in

: T
. M

ann /
C.S enn ek am

p /
M

. U
echt rit z（

H
rsg. ）, V

erw
altung sv erf ah ren sg eset z, 2014, §

35, Rn. 13.

(32
)D

V
Bl. 1985, 1074.

Ⅲ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
相
対
的
行
政
行
為
論
批
判

以
上
、
判
例
を
中
心
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
相
対
的
行
政
行
為
論
が
認
め
ら
れ
た
事
例
を
概
観
し
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
の
地
の
学
説
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及
び
最
近
の
判
例
の
大
勢
は
、
こ
う
し
た
相
対
的
行
政
行
為
論
に
対
し
て
批
判
的
で

(33
)

あ
る
。
以
下
で
は
、
学
説
・
判
例
上
の
批
判
の
う

ち
、
個
別
具
体
の
ケ
ー
ス
に
即
し
た
批
判
を
除
い
て
、
相
対
性
論
一
般
に
関
す
る
批
判
の
要
点
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
に
、
あ
る
行
政
作
用
が
行
政
行
為
に
当
た
る
か
否
か
は
、
当
該
作
用
の
客
観
的
な
属
性
の
問
題
で
あ
っ
て
、
一
般
に
行
政
行
為

が
相
手
方
に
通
知
さ
れ
て
成
立
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
人
に
対
し
て
も
行
政
行
為
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
基
本
的
な
理

解
に
反
す
る
の
で
、
相
対
的
行
政
行
為
論
は
、
論
理
的
に
認
め
が
た
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で

(34
)

あ
る
。
個
別
事
案
の
具
体
的
規
律
を
要
素

と
す
る
行
政
行
為
は
、
そ
の
効
果
の
及
ぶ
範
囲
が
一
定
の
人
的
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
の
は
概
念
上
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

者
と
の
関
係
で
は
当
該
行
為
が
別
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
一
般
処
分
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
行
政
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
種

の
別
の
性
質
の
行
政
作
用
が
伴
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
批
判
も

(35
)

あ
る
。

第
二
に
、
行
政
作
用
の
有
効
要
件
や
瑕
疵
の
効
果
（
違
法
即
無
効
あ
る
い
は
違
法
で
も
有
効
）
さ
ら
に
は
権
利
救
済
手
段
の
選
択
は
、

当
該
作
用
が
行
政
行
為
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
規
範
定
立
行
為
な
い
し
行
政
内
部
行
為
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
と
さ
れ
て
い
る
実

定
法
制
度
に
鑑
み
る
と
、
相
対
的
行
政
行
為
は
、
そ
れ
と
齟
齬
を
来
す
こ
と
に

(36
)

な
る
。
例
え
ば
、
あ
る
行
政
作
用
が
行
政
行
為
で
あ
り

か
つ
行
政
立
法
（
法
規
命
令
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
に
違
法
の
瑕
疵
が
あ
る
場
合
、
同
一
の
措
置
が
有
効
で
あ
り
か

つ
無
効
で
あ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
行
政
行
為
に
対
す
る
取
消
訴
訟
の
提
起
の
可
否
が
対
人
的
に
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
と
い
う
意
味
で
の
相
対
性
は
、
原
告

適
格
の
問
題
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

(37
)

い
る
。
判
決
に
お
い
て
こ
の
趣
旨
を
明
確
に
判

示
し
た
も
の
と
し
て
、
マ
ン
ハ
イ
ム
高
等
行
政
裁
判
所
一
九
九
七
年
四
月
一
五
日

(38
)

判
決
が
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
高
圧
架
空
電
線
の
設

置
許
可
に
対
し
近
隣
住
民
が
提
起
し
た
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
、
当
該
許
可
の
行
政
行
為
性
を
否
定
し
て
訴
え
却
下
を
求
め
た
被
告
行
政

庁
及
び
参
加
人
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
退
け
た
。
行
政
庁
の
個
別
的
規
律
措
置
が
そ
の
相
手
方
の
権

利
を
規
律
す
れ
ば
、
そ
れ
は
直
接
的
外
部
効
果
の
あ
る
規
律
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
利
に
関
わ
ら
な
い
第
三
者
に
と
っ
て
も
行
政
行
為
で
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あ
る
。
た
だ
、
そ
の
第
三
者
に
は
原
告
適
格
が
欠
け
る
だ
け
で
あ
る
。
本
件
の
許
可
が
、
架
線
計
画
の
主
体
と
そ
れ
に
関
わ
っ
た
公
的

計
画
主
体
に
対
し
て
の
み
行
政
行
為
で
あ
っ
て
、
本
件
原
告
の
よ
う
な
私
的
第
三
者
に
と
っ
て
は
行
政
行
為
で
は
な
い
と
す
る
『
相
対

的
行
政
行
為
』
を
見
出
す
こ
と
は
、
行
政
法
の
体
系
に
反
す
る
。

同
じ
く
、
州
の
土
地
利
用
計
画
の
目
標
か
ら
逸
れ
る
計
画
が
、
あ
る
市
町
村
に
承
認
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
近
隣
市
町
村
か
ら
提
起

さ
れ
た
取
消
訴
訟
に
関
し
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
高
等
行
政
裁
判
所
二
○
○
八
年
一
○
月
一
五
日

(39
)

判
決
は
、
次
の
よ
う
に

判
示
し
た
。
行
政
手
続
法
三
五
条
の
諸
要
件
が
充
た
さ
れ
る
場
合
、
当
該
措
置
は
直
接
の
関
係
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
全
て
の
人
に
と

っ
て
行
政
行
為
で
あ
る
。
た
ま
に
、
あ
る
措
置
が
特
定
の
関
係
人
に
対
し
て
行
政
行
為
で
あ
る
が
、
他
の
者
に
対
し
て
は
そ
の
他
の
性

質
（
例
え
ば
、
行
政
内
部
行
為
や
法
規
範
）
の
措
置
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、
本
法
廷
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
見
解
は
、
行
政
行
為
が
あ
る
関
係
人
に
だ
け
通
知
さ
れ
た
場
合
で
も
全
て
の
者
に
対
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
原
則
に
反

す
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
措
置
が
特
定
の
関
係
人
か
ら
の
取
消
訴
訟
か
ら
免
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
当
該
措
置
の
法
的
性
質
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
原
告
適
格
の
問
題
と
し
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
に
、
相
対
的
行
政
行
為
概
念
を
認
め
て
一
個
の
行
政
措
置
が
二
つ
の
行
為
形
式
に
同
時
に
帰
属
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
、

行
政
法
学
に
お
い
て
各
種
の
手
続
要
件
や
瑕
疵
の
効
果
な
ど
を
整
序
し
、
行
政
手
続
法
は
じ
め
実
定
法
律
に
お
い
て
も
規
範
化
さ
れ
て

き
た
行
為
形
式
論
（
H
andlungsform
enlehre）
の
負
担
軽
減
機
能
や
制
御
機
能
を
損
な
い
、
そ
れ
を
不
必
要
に
複
雑
化
さ
せ
る
、
と

批
判
さ
れ
て

(40
)

い
る
。

第
五
に
、
行
政
作
用
の
法
的
性
質
に
関
す
る
こ
う
し
た
対
人
的
相
対
性
に
似
て
非
な
る
議
論
と
し
て
、
一
つ
の
行
政
作
用
に
複
数
の

規
律
が
複
合
し
た
も
の
と
構
成
す
る
理
論
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
相
対
的
行
政
行
為
論
と
は
異
な
り
、
伝
統
的
な
通
説
と
は
矛
盾
し

(41
)

な
い
。
例
え
ば
、
デ
ィ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ル
ク
マ
ー
ル
（
D
.V
olkm
ar）
は
、
自
治
体
の
区
域
変
更
等
の
組
織
行
為
は
、
具
体
的
な
自
治

体
の
区
域
の
変
更
と
い
う
具
体
的
法
効
果
を
も
つ
行
政
行
為
と
、
住
民
に
対
す
る
自
治
体
の
各
種
の
権
限
の
変
動
と
い
う
一
般
的
規
範
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の
定
立
と
い
う
異
な
っ
た
行
政
作
用
の
結
合
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
提
示

(42
)

し
た
。
一
面
で
は
具
体
的
で
、
他
面
で
は
抽
象
的
な
一
個
の

同
一
の
行
為
と
い
う
意
味
で
二
重
性
を
説
く
の
で
は
な
く
、
外
形
的
に
は
単
一
の
行
為
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
は
、
二
つ
の
独
立
し

た
規
律
行
為
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ッ
ト
ー
・
バ
ッ
ホ
フ
（
O
tto
Bachof）
も
、
こ
う
し
た
規
律
の

(43
)

結
合
（
Regelungsverbund）
を
、
前
述
の
国
家
官
庁
に
よ
る
条

例
制
定
の
代
執
行
や
労
働
協
約
の
一
般
的
拘
束
宣
言
の
法
的
性
格
に
当
て
は
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
、
自
治
体
に

対
す
る
（
条
例
制
定
の
）
受
忍
義
務
を
課
す
行
政
行
為
と
、
法
規
を
内
容
と
す
る
条
例
を
制
定
す
る
法
規
定
立
行
為
が
区
別
で
き
、
こ

の
両
者
が
外
観
上
一
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
と

(44
)

す
る
。
後
者
の
労
働
協
約
の
一
般
的
拘
束
力
宣
言
に
つ
い
て
は
、
協
約
当
事
者
か
ら

の
申
請
に
対
す
る
大
臣
の
許
諾
と
し
て
の
行
政
行
為
と
、
法
規
を
内
容
と
す
る
宣
言
を
定
立
す
る
法
規
定
立
行
為
で
も
あ
る
宣
言
、
こ

の
二
つ
の
別
の
行
為
が
、
宣
言
と
い
う
一
個
の
行
為
に
結
合
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
の
で

(45
)

あ
る
。

(33
)V

gl., M
. Ruff ert, V

erw
altung sakt,in

: D
. Ehl ers/

H
. Pünd er（

H
rsg. ）, A

llg em
ein es

V
erw

altung srecht, 15. A
ufl., 2016, §

21, Rn. 31.; W
.- R.

S ch enk e, V
erw

altung sp rozessrecht, 14. A
ufl., 2014, Rn. 182.; U

.St elk en s,in
: P.St elk en s/

H
. J. Bonk /

M
.S ach s, V

erw
altung sv erf ah ren sg eset z, 8.

A
ufl., 2014, §

35, Rn. 23.; R. P.S ch enk e, a. a. O
. （

A
n m

. 16）, 486ff.

(34
)U

.St elk en s, a. a. O
. （

A
n m

. 33）, §
35, Rn. 23, 182a.; H

.- W
. Laubing er, Zu r

Recht sn atu r
d er

》Bezei chnung 《
ein es

V
orh ab en s

n ach
d em

Landb esch affung sg eset z
und

zu r
D
opp eln atu r

h oh eitli ch er
M

aßn ah m
en,

V
erw

A
rch.

77（
1986）

431f.
;

F.
O
.

K
opp /

W
.- R.

S ch enk e,
V
erw

altung sg eri cht sordnung, 22. A
ufl., 2016, A

nh
§

42, Rn. 8.

(35
)C. P. Fi cht m

üll er, D
opp eln atu r

v on
V
erw

altung sakt en
?, JuS

1965, 353.

(36
)H

.- W
. Laubing er, a. a. O

. （
A
n m

. 34）, 432.; A
.v. M

utiu s, Rechtn orm
und

V
erw

altung sakt,in
: Fort sch ritt e

d esV
erw

altung srecht s, Fest sch rift
fü r

H
. J. W

olff zu m
75. Gebu rt st ag, 1973,S. 172f.; H

. M
au rer/

C. W
aldh off, A

llg em
ein es

V
erw

altung srecht, 19. A
ufl., 2017, §

21, Rn. 69.; W
.- R.

S ch enk e, a. a. O
. （

A
n m

. 33）, Rn. 208.; E. Rasch, Bem
erkung en

zu r
Recht sn atu r

org ani sat ori sch er
M

aßn ah m
en, D

V
Bl. 1983, 620f.; A

. V
oßkuhl e,

D
erʠ

rel ativ e
V
erw

altung sakt ʡ
―

ein e
un zul ässig e

H
andlung sf orm

,S äch sV
Bl. 1995, 55f.

(37
)U

.St elk en s, a. a. O
. （

A
n m

. 33）, §
35, Rn. 23, 182a.; A

. W
ind olf er, a. a. O

. （
A
n m

. 31）, §
35, Rn. 14.; C. Bu m

k e, V
erw

altung sakt e,in
: W

.
H
off m

ann- Ri em
/

E.S ch m
idt- A

ßm
ann /

A
. V

oßkuhl e（
H
rsg. ）, Grundl ag en

d es
V
erw

altung srecht s, Bd. Ⅱ
, 2. A

ufl., 2012, §
35, Rn. 34.; W

.- R.

相対的行政処分論に関する一考察（人見 剛）

77



S ch enk e, （
A
n m

. 33）, Rn. 502d.; A
. V

oßkuhl e, a. a. O
. （

A
n m

. 36）, 55f.; W
olff /

Bach of /
St ob er/

K
luth, V

erw
altung srecht Ⅰ

, 13. A
ufl., 2017, §

45,
Rn. 95.

(38
)N

V
w
Z

1988, 416

.

(39
)D

V
Bl. 2009, 386.

(40
)U

.St elk en s, a. a. O
. （

A
n m

. 33）, §
35, Rn. 23.; R. P.S ch enk e, a. a. O

. （
A
n m

. 16）,S. 499.; A
. V

oßkuhl e, a. a. O
. （

A
n m

. 36）, 55ff.; W
olff /

Bach of /
St ob er/

K
luth, a. a. O

. （
A
n m

. 37）, §
45, Rn. 95.

(41
)H

.- W
. Laubing er, a. a. O

. （
A
n m

. 34）, 433f.; F. O
. K

opp /
W

.- R.S ch enk e, a. a. O
. （

A
n m

. 34）, A
nh

§
42, Rn. 9.

(42
)D

. V
olk m

ar, A
llg em

ein er
Recht ssat z

und
Ein zel akt. V

ersu ch
ein er

b eg riffli ch en
A
bg ren zung, 1962,S. 199f.

同
旨
、E. Rasch, a. a. O

. （
A
n m

.
18）, 767.

(43
)A

. V
oßkuhl e, a. a. O

. （
A
n m

. 36）, 57.

(44
)O

. Bach of,S at zung sg en eh m
igung

und
S at zung sokt roi: V

erw
altung sakt e

m
it D

opp eln atu r?,in
: H

.S chn eid er/
V
. Göt z（

H
rsg. ）,I m

D
i en st an

Rechtund
St aat, Fest sch riftfü r

W
. W

eb er
zu m

70. Gebu rt st ag, 1974,S. 524f.

(45
)Bach of, a. a. O

. （
A
n m

. 44）,S. 525f.

Ⅳ

日
独
の
相
対
的
行
政
処
分
論
の
若
干
の
比
較
検
討

⚑

日
本
の
行
政
処
分
と
ド
イ
ツ
の
行
政
行
為
の
相
違

日
本
で
は
、「
行
政
庁
の
公
権
力
の
行
使
」（
行
訴
法
三
条
一
項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
抗
告
訴
訟
の
対
象
性
を
意
味
す
る
処
分
性
は
、

講
学
上
の
行
政
行
為
（
行
政
処
分
）
と
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
即
時
強
制
の
よ
う
な
権
力
的
事
実
行
為
（
旧
行
審
法
二
条
一
項
、
現
行
審

法
四
七
・
四
八
条
参
照
）、
行
政
立
法
の
制
定
行
為
（
行
手
法
三
条
二
項
三
号
参
照
）
や
条
例
の
制
定
行
為
（
横
浜
市
保
育
所
廃
止
条
例
事
件

＝
最
判
平
成
二
一
年
一
一
月
二
六
日
民
集
六
三
巻
九
号
二
一
二
四
頁
）、
そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
行
政
指
導
（
病
院
開
設
中
止
勧
告
事
件
＝

最
判
平
成
一
七
年
七
月
一
五
日
民
集
五
九
巻
六
号
一
六
六
一
頁
）
で
あ
っ
て
も
処
分
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
く
し
て
、
講
学

上
の
作
用
法
（
実
体
法
）
的
行
政
処
分
と
争
訟
法
上
の
行
政
処
分
は
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る

(46
)

か
ら
、「
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
要
件
と
し
て
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の
処
分
性
を
訴
訟
提
起
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題
と
捉
え
、
最
も
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
出
訴
を
認
め
る
た
め
の
柔
軟
な
判
断
枠
組
み

を
提
示
し
よ
う
と
す
る
」
阿
部
泰
隆
流
の
「
相
対
的
行
政
処
分
概
念
は
、
実
体
法
的
な
公
権
力
の
行
使
概
念
の
相
対
性
を
認
め
よ
う
と

す
る
理
論
で
は
な

(47
)

」
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
は
、
実
体
法
上
の
行
政
行
為
と
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
ド
イ
ツ
で
は
、
取
消
訴
訟
や
義
務
付
け
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
行
政
行
為
（
V
erw
altungsakt）
と
規
定
さ
れ
、
そ
れ
は

行
政
裁
判
所
法
上
定
義
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
手
続
法
三
五
条
の
「
行
政
庁
が
、
公
法
の
領
域
に
お
い
て
個
別
の
事
案
を
規
律
す
る
た

め
に
行
い
、
か
つ
外
部
に
対
し
て
直
接
の
法
的
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
全
て
の
処
分
、
決
定
又
は
そ
の
他
の
高
権
的
措
置
」
と
定
義
さ
れ

た
実
体
法
上
の
行
政
行
為
と
同
一
の
概
念
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て

(48
)

い
る
。
か
つ
て
は
み
ら
れ
た
抗
告
訴
訟
の
権
利
救
済
機
能
を
重
視
し

た
処
分
性
拡
大
論
、
す
な
わ
ち
行
政
裁
判
所
法
四
二
条
の
「
行
政
行
為
」
を
訴
訟
法
的
観
点
か
ら
実
体
法
・
手
続
法
上
の
「
行
政
行

為
」
概
念
と
は
区
別
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
広
く
捉
え
る
考
え
方
（
例
え
ば
、
ア
イ
ア
ー
マ
ン
＝
フ
レ
ー
ラ
ー
（
E.Eyerm
ann
/
L.

Fröhler）
の
行
政
裁
判
所
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
は
、
行
政
裁
判
所
法
の
「
行
政
行
為
」
を
「
あ
ら
ゆ
る
高
権
的
職
務
行
為
（
alle
hoheitliche

A
m
tshandlungen）」
を
広
く
包
含
す
る
も
の
と
解
し

(49
)

た
し
、
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
（
K
.A
.Betterm
ann）
は
、
義
務
付
け
訴
訟
の
対
象
を
行
政
行

為
以
外
の
職
務
行
為
に
も
拡
大
し
て
解

(50
)

し
た
）
は
、
も
は
や
影
を
潜
め
て

(51
)

い
る
。

ま
た
、
判
例
で
も
、
実
質
的
に
は
行
政
行
為
に
当
た
ら
な
い
よ
う
な
行
政
作
用
が
、
処
分
庁
に
よ
っ
て
行
政
行
為
の
形
式
で
な
さ
れ

た
よ
う
な
場
合
や
外
観
上
相
手
方
が
行
政
行
為
が
な
さ
れ
た
と
信
じ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
行
政
訴
訟
上
行
政
行
為
と
し
て
扱
う
と
す

る
例
が
み
ら
れ
、
そ
れ
を
形
式
的
行
政
行
為
（
Form
eller
V
erw
altungsakt）
と
い
う
概
念
で
把
握
す
る
こ
と
も
み
ら
れ
た
が
（
非
実

質
的
行
政
行
為
（
nichtm
ateriellerV
erw
altungsakt）、
外
見
的
行
政
行
為
（
Schein-V
erw
altungsakt）
と
い
う
概
念
も
用
い
ら
れ
た
）、

そ
う
し
た
行
政
作
用
は
行
政
行
為
で
は
な
く
、
行
政
行
為
の
一
種
と
し
て
そ
う
し
た
概
念
を
設
け
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
の
が

学
説
の
大
勢
で

(52
)

あ
る
。
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か
く
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
相
対
的
行
政
行
為
論
は
、
訴
訟
法
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
体
法
上
の
公
権
力
の
行
使
た
る
行

政
行
為
の
対
人
的
相
対
性
を
も
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
に
お
け
る
よ
り
も
理
論
的
な
波
及
範
囲
が
広
く
、
学
説
の
支
持
を
受
け

に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⚒

具
体
的
事
案
の
日
本
・
ド
イ
ツ
の
相
違

次
に
、
相
対
的
行
政
行
為
論
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
両
国
間
の
制
度
的
な
違
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
問
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
日
本
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
労
働
協
約
の
効
力
拡
張
（
一
般
的
効
力
）
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
行
政
庁
の
宣
言
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
ド
イ
ツ
と
同

様
の
議
論
が
生
ず
る
余
地
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
条
例
の
定
め
に
基
づ
い
て
特
定
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
協

定
締
結
者
の
範
囲
を
超
え
た
第
三
者
効
を
生
ず
る
建
築
協
定
（
建
築
基
準
法
六
八
条
以
下
）
の
よ
う
な
制
度
は
、
ド
イ
ツ
の
こ
の
制
度

に
類
似
し
た
も
の
で
あ
り
、
協
定
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
っ
て
準
条
例
説
な
ど
も
説
か
れ
て
い
る
学
説

(53
)

状
況
を
見
る
限
り
、
日
本
で
も
参

考
に
な
る
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
に
、
自
治
体
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
国
の
関
与
行
為
と
し
て
そ
の
代
執
行
が
な
さ
れ
る
制
度
も
、
日
本
に
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
、
前
述
の
ド
イ
ツ
の
事
例
紹
介
で
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
自
治
体
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
州
行
政
庁
の
許
可
を
要
す
る
と
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
許
可
に
つ
い
て
も
相
対
的
行
政
行
為
性
が
ド
イ
ツ
で
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
自
治
体
に
対
し
て
は
行
政

行
為
、
住
民
に
対
し
て
は
立
法

(54
)

行
為
）。
こ
れ
に
近
い
制
度
が
、
横
浜
市
勝
馬
投
票
券
税
条
例
事
件
＝
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
勧
告
平

成
一
三
年
七
月
二
四
日
判
時
一
七
六
五
号
二
六
頁
で
問
題
と
な
っ
た
法
定
外
税
の
導
入
（
こ
の
た
め
に
は
条
例
制
定
を
要
す
る
）
に
係
る

同
意
を
要
す
る
協
議
制
（
地
方
税
法
二
五
九
条
な
ど
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
同
意
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
問
題
と
し
た
（
相
対

的
）
行
政
処
分
論
の
見
地
か
ら
で
は
な
い
が
、
地
方
自
治
論
の
見
地
か
ら
若
干
の
検
討
を
別
に
行
っ
た
こ
と
が

(55
)

あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
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ば
、
こ
う
し
た
国
等
の
行
政
機
関
の
同
意
は
、
対
自
治
体
関
係
で
も
行
政
処
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
し
て
、
か
か
る
同
意
の

対
象
と
な
る
課
税
の
根
拠
条
例
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
課
税
処
分
の
相
手
方
と
の
関
係
で
は
、
な
お
さ
ら
同
意
の
処
分
性
を
認
め
る
必

要
性
は
な
か
ろ
う
。

第
三
に
、
自
治
体
の
廃
置
分
合
や
境
界
変
更
な
ど
の
地
域
改
革
措
置
は
、
ド
イ
ツ
で
は
法
律
な
い
し
法
規
命
令
に
よ
っ
て
一
方
的
に

な
さ
れ
得
る
が
、
日
本
で
は
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
は
、
関
係
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
た
市
町
村
の
申
請
に
基
づ
い
て
都
道
府
県

知
事
が
都
道
府
県
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
（
自
治
法
七
条
。
参
照
、
同
八
条
の
二
）、
関
係
市
町
村
が
知
事
の
決

定
を
争
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
考
え
に
く
い
。

た
だ
、
関
係
市
町
村
の
住
民
が
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
例
は
あ
り
、
判
例
は
、
知
事
決
定
に
処
分
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
原
告

適
格
を
否
定
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
最
判
昭
和
三
○
年
一
二
月
二
日
民
集
九
巻
一
三
号
一
九
二
八
頁
、
最
判
昭
和
三
○
年
一
二
月
九
日
民
集

九
巻
一
三
号
一
九
七
二
頁
、
最
判
昭
和
三
二
年
一
月
二
四
日
集
民
二
五
号
一
〇
三
頁
。
調
査
官
解
説
も
処
分
性
を
肯
定
し
て

(56
)

お
り
、
そ
れ
が
妥
当

で
あ
る
と
思
わ

(57
)

れ
る
）。
そ
し
て
、
町
村
間
の
境
界
確
定
請
求
事
件
に
お
い
て
対
町
村
と
の
関
係
で
町
村
の
区
域
変
更
・
飛
地
編
入
の
効

果
を
有
す
る
と
さ
れ
た
明
治
二
三
年
の
県
令
の
処
分
性
を
認
め
た
最
判
昭
和
三
四
年
六
月
二
日
民
集
一
三
巻
六
号
六
三
九
頁
も
あ
り
、

例
外
的
で
は
あ
る
が
、
被
合
併
市
町
村
が
提
起
し
た
知
事
の
合
併
処
分
の
執
行
停
止
が
認
め
ら
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
に
基
づ
い

て
そ
の
執
行
停
止
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
（
福
井
地
決
昭
和
三
○
年
一
月
一
四
・
一
五
日
行
集
六
巻
一
号
一
一
八
頁
。
参
照
、

長
野
地
決
昭
和
三
四
年
五
月
三
〇
日
訟
月
五
巻
八
号
一
〇
九
〇
頁
）。
さ
ら
に
、
市
町
村
の
合
体
で
は
な
く
分
立
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て

で
は
あ
る
が
、
地
方
自
治
法
附
則
（
昭
和
二
三
年
法
律
一
七
九
号
）
二
条
に
基
づ
く
分
町
に
関
す
る
知
事
決
定
に
対
し
て
分
立
さ
れ
る
町

の
取
消
訴
訟
の
提
起
や
執
行
停
止
の
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
決
定
・
判
決
も
あ
る
（
広
島
高
岡

山
支
決
昭
和
二
六
年
二
月
七
日
行
集
二
巻
二
号
二
四
二
頁
、
岡
山
地
判
昭
和
二
六
年
六
月
二
九
日
行
集
二
巻
八
号
一
三
〇

(58
)

七
頁
）。
都
道
府
県
の

申
請
に
基
づ
く
合
併
（
自
治
法
六
条
の
二
）
に
つ
い
て
は
市
町
村
合
併
と
同
様
に
考
え
ら
れ
、
法
律
に
基
づ
く
合
併
（
自
治
法
六
条
）
の
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場
合
は
、
な
お
さ
ら
都
道
府
県
の
出
訴
の
途
を
開
く
要
請
は
強
い
の
で
あ
る
か
ら
（
た
だ
し
、
こ
の
合
併
法
律
は
、
憲
法
九
五
条
の
地
方

自
治
特
別
法
に
該
当
し
て
住
民
投
票
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
）、
国
会
の
法
律
制
定
行
為
の
処
分
性
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で

(59
)

あ
る
。
な

お
、
こ
う
し
た
自
治
体
の
出
訴
に
つ
い
て
は
、
宝
塚
市
パ
チ
ン
コ
店
規
制
条
例
事
件
＝
最
判
平
成
一
四
年
七
月
九
日
民
集
五
六
巻
六
号

一
一
三
四
頁
の
周
知
の
判
示
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
「
法
律
上
の
争
訟
」
で
は
な
い
と
し
て
否
定
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
、

こ
の
判
例
の
問
題
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
と
い
う
べ
き
で

(60
)

あ
る
。

か
く
し
て
、
地
方
自
治
体
の
廃
置
分
合
や
境
界
変
更
に
係
る
国
や
都
道
府
県
の
行
為
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
よ
う
な
相
対
的
行
政
行
為

論
を
採
用
す
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
自
治
体
と
の
関
係
で
も
住
民
と
の
関
係
で
も
い
ず
れ
の
側
面
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
行
為

は
行
政
処
分
と
考
え
ら
れ
る
。
抗
告
訴
訟
の
成
否
に
対
人
的
相
対
性
が
生
ず
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
原
告
適
格
の
成
否
に
よ
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
ま
た
、
法
律
に
よ
る
都
道
府
県
合
併
の
場
合
は
、「
法
規
範
と
し
て
の
法
律
」
と
「
国
会
の
法
律
制
定
行
為
」
が
区
別
さ

れ
、
後
者
の
処
分
性
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
国
家
賠
償
訴
訟
に
関
す
る
判
決
で
あ
る
が
、
在
宅
投
票
制
度
廃
止
事
件
＝
最
判
昭
和
六
○
年
一
一
月
二
一
日
民
集
三
九

巻
七
号
一
五
一
二
頁
は
、「
国
会
議
員
の
立
法
行
為
（
立
法
不
作
為
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
が
同
項
（
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
を
指
す
。
人

見
注
）
の
適
用
上
違
法
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
国
会
議
員
の
立
法
過
程
に
お
け
る
行
動
が
個
別
の
国
民
に
対
し
て
負
う
職
務
上
の
法
的

義
務
に
違
背
し
た
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
当
該
立
法
の
内
容
の
違
憲
性
の
問
題
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
」
る
と
判
示
し
た

（
同
旨
、
在
外
邦
人
選
挙
権
事
件
＝
最
大
判
平
成
一
七
年
九
月
一
四
日
民
集
五
九
巻
七
号
二
○
八
七
頁
）。
こ
こ
で
は
、
国
会
が
制
定
し
た
法
律

と
、
国
会
議
員
に
よ
る
法
律
の
制
定
行
為
（
立
法
行
為
）
が
区
別
さ
れ
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
問
題
と
な
る
の
は
後
者
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
市
保
育
園
廃
止
条
例
事
件
＝
最
判
平
成
二
一
年
一
一
月
二
六
日
民
集
六
三
巻
九
号
二
一
二
四
頁
に
お

い
て
処
分
性
が
認
め
ら
れ
た
市
の
行
為
は
、「
本
件
条
例
の
制
定
行
為
」
で
あ
っ
て
、
条
例
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
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⚓

日
本
の
相
対
的
行
政
処
分
論
と
ド
イ
ツ
の
相
対
的
行
政
行
為
論
の
異
同

阿
部
泰
隆
の
相
対
的
行
政
処
分
論
の
主
眼
は
、
処
分
の
相
手
方
と
の
関
係
で
は
、
い
ま
だ
一
般
的
抽
象
的
な
効
果
に
と
ど
ま
っ
た

り
、
行
政
内
部
的
効
果
に
す
ぎ
な
い
た
め
に
成
熟
性
を
欠
く
と
し
て
処
分
性
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
行
政
作
用
に
つ
い
て
、
第
三
者
と

の
関
係
で
は
、
成
熟
性
を
満
た
す
と
し
て
処
分
性
を
認
め
て
実
効
的
な
権
利
保
護
に
資
そ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。
た
だ
、
大
阪
国
際

空
港
訴
訟
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
は
逆
の
形
の
相
対
性
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
相
対
的
行
政
行
為
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
局
面
の
多
く
も
、
こ
の
よ
う
に
第
三
者
と
の
関
係
で
処
分
性
を
否
定
す
る
こ
と
を
主
眼
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
注
意
す
べ
き
は
、
先
に
み
た
ド
イ
ツ
の
諸
事
例
に
お
い
て
行
政
行
為
性
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
行
政
作
用
の
直
接
の
相
手

方
の
多
く
が
、
自
治
体
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
国
（
州
）
と
自
治
体
の
関
係
は
、
自
治
事
務
に
関
す
る
場
合
、
独
立

法
主
体
者
間
の
関
係
と
し
て
至
極
当
然
に
外
部
関
係
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
逆
に
、
第
三
者
私
人
と
の
関

係
で
処
分
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
行
政
行
為
の
直
接
の
相
手
方
が
自
治
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
に
わ
か
に
そ
の
関
係
を
内
部
関

係
的
な
関
係
と
位
置
づ
け
、
当
該
行
政
行
為
の
処
分
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
考
え
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
日

本
の
相
対
的
行
政
処
分
論
は
、
一
定
の
者
と
の
関
係
で
処
分
性
を
否
定
す
る
趣
旨
の
相
対
性
論
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
ド
イ
ツ
の
議

論
と
相
似
的
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
否
定
の
方
向
は
日
独
で
逆
な
の
で
あ
っ
た
。
仮
に
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
議
論
が
、
地
方
自
治
法

上
の
関
与
に
該
当
す
る
国
等
の
行
為
は
、
行
訴
法
上
の
処
分
性
と
整
合
し
な
い
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
大
い

に
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
や
都
市
計
画
事
業
認
可
の
よ
う
に
、
国
や
自
治
体
な
ど
の
行
政
主
体
間
の
関
与

に
該
当
す
る
行
為
も
、
そ
の
客
観
的
属
性
に
即
し
て
処
分
性
が
認
め
ら
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
自
治
体
は
、
か
か
る
処
分
に
対
し
て

は
、
関
与
に
係
る
係
争
処
理
手
続
に
よ
る
争
訟
の
他
に
、
通
常
の
抗
告
訴
訟
の
提
起
も
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
行

審
法
七
条
二
項
は
、
そ
う
し
た
関
与
に
当
る
行
為
を
不
服
申
立
て
の
適
用
除
外
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
が
当
該
行
為
の
処
分
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性
を
前
提
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
し
、
さ
ら
に
行
訴
法
に
は
そ
の
よ
う
な
適
用
除
外
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
関
与
の
性
質
を
有
す
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
相
対
的
行
政
処
分
の
概
念
を
導
入
す
る
必
要
性
は

な
い
。

(46
)
人
見
剛
「
行
政
処
分
の
法
効
果
・
規
律
・
公
定
力
」
磯
部
力
ほ
か
編
『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅱ
』（
有
斐
閣
、
二
○
○
八
年
）
七
二
頁
以
下
、
同
「
行
政
処
分
の
意
義

と
分
類
」
高
木
光
・
宇
賀
克
也
編
『
行
政
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、
二
○
一
四
年
）
三
四
頁
。

他
方
、
大
橋
洋
一
『
現
代
行
政
法
Ⅱ
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
○
一
八
年
）
八
四
頁
は
、
病
院
開
設
中
止
勧
告
事
件
＝
最
判
平
成
一
七
年
七
月
一
五
日
民
集
五
九
巻

六
号
一
六
六
一
頁
に
つ
い
て
、「
法
的
効
果
を
も
た
な
い
行
政
活
動
に
つ
い
て
処
分
性
を
認
め
た
と
い
っ
た
整
理
は
適
切
で
は
な
い
。
む
し
ろ
事
例
の
特
殊
性
に
着
目
し

て
、
権
限
濫
用
が
問
わ
れ
た
裁
判
例
と
し
て
捉
え
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
射
程
は
限
定
的
で
あ
る
。」
と
す
る
。
ま
た
、
山
本
隆
司
『
判
例
か
ら
探
求
す
る

行
政
法
』（
有
斐
閣
、
二
○
一
二
年
）
三
八
三
頁
も
、
右
判
決
に
つ
い
て
「
最
高
裁
が
行
手
法
・
行
審
法
・
行
訴
法
を
体
系
的
に
解
釈
し
て
『
処
分
』
を
統
一
的
に
理
解

す
る
こ
と
を
、
あ
え
て
放
棄
す
る
決
断
を
し
た
と
は
、
判
文
か
ら
は
読
み
取
り
に
く
い
」
と
述
べ
る
。

(47
)
興
津
・
前
掲
論
文
（
注
15
）
六
六
一
頁
以
下
。

(48
)W

.- R.
S ch enk e,

a.
a.

O
. （

A
n m

.
33）,

Rn. 184.
;
F.

H
uf en,

V
erw

altung sp rozeßrecht,
9.

A
ufl.,

2013,
§

14,
Rn. 3.;

Ey erm
ann /

H
app,

V
erw

altung sg eri cht sordnung, 14. A
ufl., 2014, §

42, Rn. 4.; K
opp /

S ch enk e, a. a. O
. （

A
n m

. 34）, A
nh

§
42, Rn. 1f.; U

.St elk en s, a. a. O
. （

A
n m

. 33）,
§

35, Rn. 15.S. M
üll er- Frank en, D

er
V
erw

altung sakt sb eg riffd er
V
w
GO

b ei m
H
and eln

v on
Land es-und

K
om

m
un alb eh örd en, V

erw
A
rch. 90

（
1999）

552ff.

(49
)E. Ey erm

ann /L. Fröhl er, V
erw

altung sg eri cht sordnung, 8. A
ufl., 1980, §

42, Rn. 14.

(50
)K

. A
. Bett erm

ann, D
i e

V
erpfli chtung skl ag e

n ach
d er

Bund esv erw
altung sg eri cht sordung, N

JW
1960, 649ff.;d ers., A

n m
erkung

zu m
U
rt eil,

D
V
Bl. 1969, 703f.

(51
)S. M

üll er- Frank en, a. a. O
. （

A
n m

. 48）, 552.

(52
)W

.- R.S ch enk e, Form
ell er

od er
m
at eri ell er

V
erw

altung sakt sb eg riff ?, N
V
w
Z

1990, 1009ff.; K
. Erf m

ey er, D
er

ni cht m
at eri ell e

V
erw

altung s-
akt -recht sw

id rig eund
üb erflü ssig eFikti on, D

öV
1996, 632ff.; H

. Borch ert,S ch ein- V
erw

altung saktund
A
nf echtung skl ag e, N

JW
1972, 855.

山
本

隆
司
「
行
政
訴
訟
に
関
す
る
外
国
法
制
調
査
―
ド
イ
ツ
（
上
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
八
号
一
○
一
頁
は
、「
ド
イ
ツ
で
は
基
本
的
に
、
行
政
機
関
の
用
い
た
行
為
形
式
を

基
準
に
行
政
訴
訟
の
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
」
と
述
べ
る
。

(53
)
参
照
、
石
井
昇
「
建
築
協
定
・
緑
化
協
定
の
性
質
」
成
田
頼
明
編
『
行
政
法
の
争
点
（
新
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
○
年
）
二
八
八
頁
以
下
。

(54
)W

.- R.S ch enk e, a. a. O
. （

A
n m

. 33）, Rn. 502d.; K
opp /S ch enk e, a. a. O

. （
A
n m

. 34）, A
nh

§
42, Rn. 64.; U

.St elk en s, a. a. O
. （

A
n m

. 33）, §
35, Rn.
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(55
)
人
見
剛
「
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
の
始
動
―
横
浜
市
勝
馬
投
票
券
発
売
税
不
同
意
事
件
に
関
す
る
勧
告
を
素
材
に
」『
分
権
改
革
と
自
治
体
法
理
』（
二
○
○
五

年
、
敬
文
堂
）
四
一
頁
以
下
。

(56
)
田
中
真
次
「
判
例
解
説
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
Ἣ
昭
和
三
○
年
度
』（
法
曹
会
、
一
九
五
六
年
）
二
三
九
頁
、
白
石
健
三
「
判
例
解
説
」『
最
高
裁
判
所
判

例
解
説
民
事
Ἣ
昭
和
三
四
年
度
』（
法
曹
会
、
一
九
六
九
年
）
七
六
頁
。

(57
)
参
照
、
興
津
征
雄
「
住
民
に
よ
る
市
町
村
合
併
処
分
取
消
訴
訟
」『
地
方
自
治
判
例
百
選
〔
第
四
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
○
一
三
年
）
二
二
頁
。
な
お
、
知
事
等
の
合

併
処
分
は
、
都
道
府
県
の
関
与
（
自
治
法
二
四
五
条
）
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
え
る
が
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
処
理
に
関
し
」
て
な
さ
れ
る
行
為
で
は
な
い

の
で
関
与
に
は
当
た
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
参
照
、
人
見
剛
「
市
町
村
合
併
と
都
道
府
県
の
役
割
」
人
見
・
前
掲
書
（
注
54
）
一
○
一
頁
。

仮
に
関
与
に
該
当
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
別
途
、
市
町
村
等
は
通
常
の
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
解
さ
れ
る
。
参
照
、
村
上
順
・
白
藤
博
行
・
人

見
剛
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
地
方
自
治
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
○
一
一
年
）
四
三
五
頁
〔
人
見
剛
〕、
人
見
剛
「
自
治
体
の
争
訟
権
に
つ
い
て
」
紙
野
健

二
・
本
多
滝
夫
編
『
辺
野
古
訴
訟
と
法
治
主
義
』（
日
本
評
論
社
、
二
○
一
六
年
）
七
二
頁
以
下
。
関
与
の
係
争
処
理
手
続
と
一
般
の
抗
告
訴
訟
の
併
存
は
解
消
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
で
、
田
中
・
前
掲
論
文
（
注
14
）
が
、
関
与
の
定
義
に
関
す
る
「
固
有
の
資
格
」（
自
治
法
二
四
五
条
柱
書
）
の
限
定
的
な
解
釈
論
を
展

開
し
て
い
る
点
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

(58
)
以
上
の
諸
判
決
に
つ
い
て
参
照
、
小
林
博
志
『
自
治
体
の
出
訴
の
歴
史
的
研
究
』（
中
川
書
店
、
二
○
一
八
年
）
三
〇
六
頁
以
下
。

(59
)
人
見
・
前
掲
論
文
（
市
町
村
合
併
と
都
道
府
県
の
役
割
）（
注
56
）
一
○
二
頁
。

(60
)
参
照
、
小
林
・
前
掲
書
（
注
58
）
三
七
四
頁
以
下
。
宝
塚
市
パ
チ
ン
コ
店
規
制
条
例
事
件
最
高
裁
判
決
に
対
す
る
批
判
は
汗
牛
充
棟
で
あ
る
が
、
筆
者
に
よ
る
も
の

と
し
て
、
人
見
・
前
掲
論
文
（
自
治
体
の
争
訟
権
に
つ
い
て
）（
注
56
）
六
○
頁
以
下
、
同
「
地
方
公
共
団
体
の
出
訴
資
格
再
論
―
『
法
律
上
の
争
訟
』
に
関
す
る
私
権

保
護
ド
グ
マ
」
磯
部
力
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
都
市
と
環
境
の
公
法
学
』（
勁
草
書
房
、
二
○
一
六
年
）
一
九
九
頁
以
下
な
ど
参
照
。
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